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命 を 守 る Ⅱ 水難救助訓練講習会

６月１０日に，日置南分遣隊の方々を講師に招き，水難救助訓練

講習会を実施しました。ＰＴＡ保体部を中心に，６年生保護者と子

どもたちが一緒に心肺蘇生法やＡＥＤの使用法を学びました。

この救助法は，水難事故だけでなく，スポ

ーツや日常生活でも身近な人の命を救うこと

になるかもしれません。あわてず対応するた

めにも，機会があるたびに積極的に参加し，

繰り返し訓練することが大切です。

命 を 守 る Ⅲ 地震・津波による避難訓練
５月２８日（木）に避難訓練を行いました。

津波が発生したことを想定して，学校の裏の急坂・階段をかけ上がり，大汝

牟遅神社の境内へ避難させていただきました。

学校の海抜は 11.4 ｍ，避難場所は約 50 ｍ。その高低差約 40 ｍの経路を確認
しながら真剣に取り組みました。

その後，市消防本部日置南分遣隊の方から，日頃の心構え，発生時の対応を

わかりやすく説明していただきました。

今回は，休み時間に突然，地震・津波が発生したという状況を想定し，子ど

もたちには実施日を伝えてはいませんでしたが，いつ発生するかわからない備

えの事前指導を重ねていた通りに学

校から避難できました。今後も検討

を重ね，３年後には，保護者への引
き渡しも含めたより安全な避難が実

施できるよう改善していきます。

各公民館長・各自治会長
主任児童員・民生委員
地域のスクールガード
学校評議員・全保護者
地域ＰＴＡへのご参加について(依頼)
伊作小ＰＴＡでは，子どものことについて地域の情報交換

の場として，夏休みに地域ＰＴＡを開催します。
御多用の折とは存じますが，ぜひご参くださいますよう

よろしくお願いします。

月 日 地 域 自 治 会 会 場 時 刻

伊作北 西本町 東本町 坂元 伊作地区公民館
２１
(火) 吹上 入来 西原 入来浜 吹上地区公民館 各地区とも

今田

湯之元 小牧 湯之元 南湯之元 吹上中央公民館 20:00
７ ２２ ～
（水） 伊作南 緑ヶ丘 宮坂 窪田 上 伊作地区公民館 21:30

中之里 下中之里

宮内 中津 東宮内 西宮内 伊作地区公民館
２３ 南宮内
(木) 藤元 野首 平鹿倉 藤元 野首 藤元地区公民館

与倉 平鹿倉 上与倉 下与倉 赤仁田

の皆様へ

命 を 守 る Ⅰ 仮設校舎建設中！事故防止
ＰＴＡ総会時にもお伝えしましたが，現在，８月末の仮設校舎

完成をめざして，建設に関する工事が校内のいたるところで行わ
れています。

・ 校庭の半分以上が壁に囲まれて，その中に仮設校舎を建設し
ています。

・ 体育館入り口前で浄化槽を埋める掘削工事を行っています。
・ 中央公民館との間の北側（職員駐車場）に，送電施設を建設
します。

・ 中央公民館駐車場の中央を大型工事車両が横断します。

そこで

１ やむを得ず送迎をされる場合の中央公民館での待機場所は，

駐車場西側（伊作地区公民館寄り）でお願いします。児童

は，正門を通って，交通整理員のいる公民館正面門から出

入りさせます。

決して学校と公民館との近道を行き来させないでください。

２ 子どもだけで，土日などの休日に学校で遊ぶことは禁止し

ます。工事場所は，壁等で囲んで進入防止を行っています

が，工事用資材の崩れや車両によるけが，掘った穴などに

落下する事故等が発生する危険は常にあると考えながら対

策，指導を行う必要があります。

※ ご理解の上，ご家庭でも十分な注意を繰り返しよろしく
お願いいたします。
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